
※①〜③ 有効⼊院患者数 584⼈ （※回リハ⼊院料施設基準に準ず）

※④〜⑦ 有効退院患者数 556⼈ （※回リハ⼊院料施設基準に準ず）

※⑧ 1単位20分

32.1日

74.9日

④発症〜当院⼊院まで
の期間

74.9歳③平均年齢

（参考⽂献）回復期リハビリテーション病棟の現状と課題に関する調査報告書 2022年2⽉

脳血管疾患 82.9日
運動器疾患 62.2日
廃用症候群  49日

88.3%⑥在宅復帰率

91.5%⑦平均病床稼働率

⑧リハビリテーション
実施単位数

患者１⼈１日あたり
6.5

⑤平均在院日数
（⼊院期間）

 岡山リハビリテーション病院

①⼊院患者数 585⼈

596⼈②退院患者数

2021年度 回復期リハビリテーション病棟の実績



⼊院患者年齢別割合  有効 584⼈

60歳未満の方は14％となっています

疾患別⼊院患者数  有効 584⼈

当院では、脳血管疾患は脳梗塞、運動器疾患は⼤腿⾻⾻折が最も多いです
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疾患別男⼥⽐  有効 584⼈

脳血管疾患は男性、運動器疾患は⼥性が多いです

紹介元医療機関住所地  有効 584⼈

岡山市内の医療機関からの紹介が約95％です
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ADL⾃⽴度の改善（FIM）  有効 556⼈

日常の⽣活動作の⾃⽴度を⽰す指標で、⾷事や移動などの”運動ＡＤＬ”13項⽬と”認知ＡＤＬ”
5項⽬から構成されています。点が⾼いほど日常⾃⽴した⽣活が送れていることを⽰しています。
最低18点／最⾼126点

ADL⾃⽴度の改善（日常⽣活機能評価）  有効 556⼈

⾷事摂取や衣服の着脱、トイレ動作など患者さまが日常⽣活で必要とする機能の状態を⽰す
評価です。総得点は0〜19点で評価され、得点が⾼いほど⾃⽴度が低くなります。

4.3%

1.8%

14.6%

10.6%

21.6%

8.8%

21.4%

8.5%

24.8%

12.8%

12.6%

21.8%

0.7%

35.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼊院時

退院時

18点以下 19〜36点 37〜54点 55〜72点

73〜90点 91〜108点 109点以上

11.9%

7.0%

30.8%

7.0%

17.3%

10.4%

24.8%

12.8%

13.5%

19.6%

1.8%

43.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼊院時

退院時

13点以上 12〜10点 9〜7点 6〜4点 3〜1点 0点

全国 65.3点

当院 60.9点

全国 89.8点

当院 86.8点

全国 7.4点

当院 7.8点

全国 3.7点

当院 3.6点



在宅復帰率  有効 556⼈

在宅復帰率は約9割となっています

在宅系︓退院先が、2018年度から⾃宅、特別養護⽼⼈ホーム、居宅系施設、養護⽼⼈ホーム、
障害者施設の患者に加え、介護医療院を含む。

居住地  有効 556⼈

県南東部の方が約94％を占めています
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